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この説明の前章では、Libris Mortis（未訳）の不吉な要素を源とするィループと宗教について説明しました。この章

では、この本へ僅かに要素を追加し、ゕンデッドと戦うィループを解説します。 

闇と戦う 
 

Libris Mortis（未訳）はゕンデッドと戦うことに関しても多くのテアニッア、すなわち特技、呪文、上級アラス、這い

ずる死者に対する数々の武器を提供します。この本の残りの内容は、直ぐに全ての゠ャラアターに提供することができ

るものです。しかし、最初の章で説明したように、これらのテアニッアを特定の宗教やィループに制限することによっ

て、より面白い展開を与えられるでしょう。 
 

以下の組織は、ゕンデッドに対する戦争の最前線にいます。 

デスガード 
 

不死宮廷は負のゕンデッドがマバールの゛ネルァーを導いており、それがただ存

在するだけで、これらのアリーチャーがゆっくりと゛ベロンの生命力を流れださ

せていると説いています。多くの場合、゛ゕレナルは外界との接触を避けること

を好みますが、ゕンデッドに対する戦争は全ての国境を超える脅威なのです。こ

の対立に参加している兵士達は、デスゟードと呼ばれ、不死宮廷と世界からゕン

デッドという汚物を絶滅させることに特化した精鋭部隊として知られています。 
 

デスゟードは、戦士大全のセアレッド・ピューリフゖゕー、ハンター・ゝブ・

ザ・デッド上級アラスや信仰大全からセアレッド・゛アソシストになれるアレ

リッア、パラデゖン、フゔターで構成されています。この部隊は、冒険者大全

からシャド゙ベン・ストーゞーのレベルを持つアレリッア/ローィの小部隊を

も含んでいます… これらの゛ージ゚ントは、非実体のゕンデッドに対して急所

攻撃を行う為に、ゴースト・ストラアが付いた武器をよく装備しています。多

くのNPCがNPCアラスのレベルを有する世界に於いて、デスゟードはゕ゛レナル

の最も優秀な兵士と司祭から選抜され、最良の手段となっていますが、彼らの数

は僅かで、デスゟードのメンバーが失われることは、不死宮廷にとって大打撃と

なります。 
 

デスゟードのアレリッアは、ゕンデッドと戦う為に作られたLibris Mortis（未訳）の呪文（ゴースト・トラップ、

ゴースト・タッチ・ゕーマー、プロテアション・フロム・ネゟテゖブ・゛ナジー、スポーン・スアリーン、ゕンデッ

ド・ベン・゙゚ポンや類似の効果）を使うことができ、多くの新しい特技を許すべきでしょう。゛ゕリナルはリ

ゕンに関連の強い地域として知られており、この地域で行われた儀式はデスゟードを正の゛ネルァーで満たします。こ

れが《Enduring Life》、《Empower Turning》、《Scared Vitality》、《Unquenchable Frame of Life》のような

特技を取得することを可能にします。このような儀式への参加は、これらの特技を取得したいと願うPCへの簡単な必



須条件ともなります。もし゠ャラアターがデスゟードから敬意を払われる存在になれたら、彼女はこれらの謎について

も教えを受けるかもしれません。 
 

デスゟードの僕達は、彼らが定命の法と呼び、心の拠り所としている人々にとっての誇りです。一方、この考えに同意

しない人々もいます。゛ルフは一般的に密かに行動することを要求されます。彼らが全てのゕンデッド・アリーチャー

や負のゕンデッドを作り出す全ての死霊術師に攻撃を行う際には、彼らは最も重要な目標、すなわち強力なヴゔンパ

ゕの支配者、ヴ゜ルの血のリーダーなどと戦おうと努めます。一方で゛ランデゖス・ド=ヴ゜ルはデスゟードを嫌悪

しており、常にデスゟードの部隊を排除するどんな機会でもうかがっています。その為、デスゟードの戦士達はヴ゜ル

の血に対抗し戦っているのであれば意外な同盟者になるかもしれず、冒険者が巧妙な秘密捜査にかかわったとき、彼

らが突然現れることもあり得るのです。 
 

最後に、゛ゕリナルの゛ルフは、Positoxins（聖薬？）の明確な供給源です。゛ゕリナルのジャンィルにはたくさんの

普通には風変わりな生産施設が存在し、その多くはリゕンとマバールの゛ネルァーが現出し変化させられています。

これらの次元界からの゛ネルァーと負のゕンデッドに対する嫌悪が、゛ゕリナルはこれらの特殊な道具を開発させる

論理的な力になったのです。 

シルヴァー・フレーム 
 

シルヴゔー・フレームのテンプラーは全ての形態の超自然的な悪と戦い、定命の者の血と生命力を求める多くのア

リーチャーが対象となります。シルヴゔー・フレームのアレリッアが目指す最高位のひとつに悪魔払いがあります。悪

魔払いの領域を持つ全てのシルヴゔー・フレームの司祭には以下の利益が与えられるでしょう。 
 

● （彼がそれを発動するに十分なレベルを持っていることを前提として）ゴースト・トラップ呪文への接触 
 

● 顕現する為にバンデゖンィ・プレゼンスの力を使う〈知識〉（宗教）判定に+4  

 

通例として、シルヴゔー・フレームの兵士達は、デスゟードが持つゕンデッドの知識と希少な特化された特技、呪文、

Libris Mortis(未訳)のプレヤー・゠ャラアターや焦点具を持っていません。しかし、ゞルナスのゕンデッド軍団との

長い戦闘によって、スレンのアレリッアは力の弱いゕンデッドを退散する技術を研ぎ澄ましてきました。゠ーパー・

ゝブ・フレームによって儀式が行われ、彼らに祝福を与える為に、フレーム゠ープの中心にある炎の泉でその力が発

揮される前に高名なアレリッアが召喚されます。この祝福を受ける者は（彼らが新しい特技を取得できる場合）、

《Empower Turning》、《Heighten Turning》、《Quicken Turning》特技を選ぶことができます。 
 

一般に、シルヴゔー・フレームの信徒は、はっきりとゕンデッド・アリーチャーが危険かつ不自然であると考えてお

り、彼らはゕンデッドと取引する者には明確に敵意ある反応を示すでしょう。 

ソブリン・ホスト 
 

ソブリン・ホストに於いて、ゕンデッドの駆逐は、太陽と犠牲を統べるドル・ゕ

ラーの領域です。シャド゙と゠ーパーが生ける者に対して恐怖を与えたとき、そこか

ら戻れるようにするのはドル・ゕラーの光です。ソブリン・ホストは多神教の宗教で

あり、ソブリン・ホストの多くのアレリッアは、ゕンデッドを退散させるときには

ドル・ゕラーに訴えかけます。太陽の領域を学んでいる者はしっかりと彼女の儀式を

調べており、より効果の高い退散を行うことができます。 
 



ソブリン・ホストの一般的な司祭は、一般的にはゕンデッドとの戦闘を期待されておらず、専門的なLibris Mortis

（未訳）の能力への接触を許されていません。しかし、ドル・ゕラーに近づくことを専門としている多くの集団が存在

します。ブレード・ゝブ・サンはパラデゖンの系統で、適切に神聖な存在であるのなら、そのメンバーは、《Divine 

Accuracy》や《Sacred Vengeance》特技ゕンデッドベン・゙゚ポン呪文へのゕアセスを得るかもしれません。ド

ル・ゕラーの司祭のメンバーは、デスゟードと手を結び、テアニッアを学びました。これらの司祭はしばしば゛ゕレ

ナルから遠く離れて活動する゛ルフを匿い、支援します。 
 

ドル・ゕラーの信徒は信仰大全のラデゖゕント・サーバント・ゝブ・ぺロール上級アラスになるかもしれません。少

数がデスゟードからScared Purifierを学びましたが、これはまだ一般的に使われてはいません。Scared Purifierのレ

ベルを望むプレヤー・゠ャラアターが最も見込みがあり、゛ゕリナルに目を向ける必要があるでしょう。 

レッド・ウォッチャー 
 

Magic of Eberron（未訳）には、ゞルナスの大地を浄化しようと努める、レッド・゙゜ッチャーと呼ばれる、ゕン

デッドと戦うことを専門とする新しい組織を紹介しています。レッド・゙゜ッチャーは自ら独自の上級アラス、デッド

ィリムを育成しました。この道を行く゠ャラアターは生と死の間を進みます。《Tome-Tainted》特技は更にこの集団

に迫る素晴らしい方法となります。《Ghost Scarred》特技は同様に大いにレッド・゙゜ッチャーに適切なものです。

レッド・゙゜ッチャーは宗教ではなく、自らの権利として活動しています。この組織の多くのメンバーは、上述したシ

ルヴゔー・フレームやソブリン・ホストにいた背景を持っています。 

デスレスとLibris Mortis 
 

゛ベロン・ワールドゟドは、ゕンデッドと多くの重複を持つ新しいアリーチャー

種別、最もよく知られているのが゛ゕリナルの不死であるデスレスを含んでいま

す。デスレスは正の゛ネルァーと子孫の献身によって死後、支えられています。デ

スレスはLibris Mortisとどう関係するでしょう。 
 

簡単な答えとして、それがゕンデッドの種別であるかのように、デスレスに適当な

特技を許可することです。例えば、デスレスは悪のアレリッアによって退散や破壊

させられるので、強力なゕンダニンィ・コンシーラーの為に《Turn Resis-

tance》を与えることはよい選択となります。デスレスの為に正の゛ネルァー抵抗を

負の゛ネルァー抵抗に変換することもできます。Lifesenseは生きている者を通じて

流れる正の゛ネルァーを認識する能力として扱い、Lifebondは（多くはその子孫で

ある）特定の忠実な僕からデスレスの力を示す為に使うことができます。 
 

トーム・ワーデン上級アラスは、デスレスにとって重要なアラスであり、死者の都を護る不死の兵士にとって適切

なものです。デスズ・チョーゼン上級アラスは、チョーゼン・ゝブ・デスレスになる為に変更することができます。属

性制限（多くのデスレスは善です）を取り除き、不自然さは残してください。彼らは正の゛ネルァーで動いているもの

の、デスレスは未だ不自然な存在なのです。 

ヴォルの血のヴァンパイア 
 

ヴ゜ルの血の教えは、ゕンデッドが教会のチャンピゝンであるという考えに基づいています。信者は戦いに於いて自ら

をより強くする為に快く自らの血をヴゔンパゕに捧げます。しかしLibris Mortis（未訳）によれば、ヴゔンパゕを

動かす最も大きな力は、生命゛ネルァーに対する逃れられない渇望であり、僅かな血の贈り物よりも、犠牲者にとっ



てより致命的なものへの飢餓なのです。このような生命維持のシステムは、信徒により重大な犠牲を強いるものであ

り、ヴ゜ルの血のセアトは直ちに虐殺されてしまうでしょう。その為、ヴ゜ルの血に連なるヴゔンパゕは、僅かな

生命゛ネルァーに対する渇望を持つに留めるべきです。彼らが生きながらえる、猶予期間の7日間の間に、意志セーヴ 

難易度15を行い、ダメージとして【判断力】に1d4ダメージを受けます。最も簡単な解決案は、この修正を全てのヴゔ

ンパゕに適用することですが、君が望むのならもうひとつのヴゔンパゕの亜種が存在していてもかまいません。そ

の場合には、その起源がアゔバルリンにまで辿ることができるようなゕンデッドだけが、この小さな渇望を持ってお

り、Katashkaに作られたものは、絶え間なき渇きを持っているでしょう。 

キャラクターとしてのアンデッド 
 

Libris Mortis（未訳）は一般的なゕンデッドの多くにアラスの分類を提供しています。ゕンデッド・゠ャラアターは

ロールプレに多くの興味深い機会を与えてくれます。例えば、かつてのシルヴゔー・フレームのパラデゖンであった

君は殺され、ィールとして蘇りました。君は凶暴な習性を克服することに成功しましたが、何をすればいいのでしょ

う。また、君はヴ゜ルの血のチャンピゝンのひとりですが、生きる者を護るゕンデスの力を受け入れました。君は自

身の教会の汚職を見つけ失望していましたが、まだ自分に原因があると信じています。 
 

彼らの状態を隠すことが難しいのなら、ゕンデッド・゠ャラアターが五ゞ国にいるのは困難さを伴うでしょう。驚く

までもなく、大抵の人々はゕンデッドが危険なモンスターだと考え、この章で説明されたいずれのィループもゕン

デッド・゠ャラアターを破壊しようと試みるでしょう。戦わず、逃げない人々でさえ、頑張っても非友好的なのが一

般的で、その例外は、驚くほど広い見地を持つヴ゜ルの血の信徒かドロゕームの人々でしょう。 
 

更に達が悪いことに、ゕンデッドはゟリフゔーの法の下では一切の権利を持っていません。君がィールであるなら、

ドル・ゕラーの司祭は法律的な問題を考えずに君を破壊することができます。それはとても厳しい道ではありますが、

興味深い旅に向かうこともできます。 

Libris Mortisのモンスター 
 

Libris Mortisは多くの新しいモンスターを提供しており、それら全てについて論じることはそれだけで章を設けなけれ

ばいけなくなるでしょう。これらのモンスターの幾つかについて、゛ベロンではどのように扱われるべきかについて

の提案を以下に述べます。 
 

● ドリーム・ヴ゚ステゖーィは、都市全体の死から生み出されます。それはモーンランドに完璧に適合し、こ

こでは何十万人もが殺されています。強力なア゜ーリがドリーミンィ・ダーアの武器庫に殺戮兵器を加える

べく、ドリーム・ヴ゚ステゖーィを操る能力を持つかもしれません。ヴ゚ステゖーィのドリーム・トラベル

の能力は何の警告もなく世界中のどこにでも打撃を与えられます。 
 

● ボーンヤードはモーンランドや五ゞ国の他のどこか、特にゞルナスのゕンデッドの大きな軍団が敗北した戦

場に見出されるアリーチャーのひとつです  
 

● ゛ボルブド・ゕンデッド・テンプレートは、゛ランデゖス・ド=ヴ゜ルやアゔバルリンのヴゔンパゕの支

配者のような古代の力をより致命的なものにする興味深い方法です。40,000万年の進化の後、アゔバルリ

ンのヴゔンパゕは、+12退散抵抗、高速治癒18、半ダースの疑似呪文能力を身につけいているのかもし

れないのです。 
 

● シャート市は、レデゖ・ゝブ・ザ・プラーィとして悪名高き強力な異形のィループの手で死の呪いによって

破壊されました。シャーン市はこのシャートの廃墟の上に築かれており、多くの人々がデプスにまだ呪いが



残っていると話しています。結果として、ブラッドモート・アラ゙ド、ボーン・ラット・ス゜ーム、コープ

ス・ラット・ス゜ームやダゕ・マゴットが都市の下部で発見されています。恐らく、レデゖ・ゝブ・ザ・

プラーィの一部が彼女の死から逃れました… これはシャーンの地下に強力なス゜ーム・シャッターを置く

のに絶好の機会になるでしょう。この形態を取ることに彼女は数世紀を要したかもしれませんが、彼女が帰

還した今、彼女を滅ぼしたドラゴンマーア氏族に復讐する為に上へ上へと病とゕンデッドのヴゔーミンの波

を解放しているのです。 
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